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JISの塩基度が1.73-2.03の高炉スラグ微粉末(BFS)6種類を用いて高炉セメント B種を作製し，養生温度10, 20お
よび30 ℃にて水和発熱速度の測定を行った。 BFSの微粉末効果は， BFSの CaO量と相関が認められた。 BFSの水
和発熱の時期や発熱量，168 hでの積算発熱量は塩基度と相関が認められた。積算発熱量，水和発熱速度の測定値
からアレニウスプロットを行い見かけの活性化エネルギーを導出した。積算発熱量120 J/gでの見かけの活性化エ
ネルギーと塩基度とに相関認められ，塩基度にて BFSの水和活性の温度依存性についても評価できることが考え
られた。


